
市橋まちづくり協議会広報誌

   昭和57年に誕生した「市橋音頭」の継承を主目的とした恒例の「市橋夏祭り」が、7月25日(土) 17:00～19:30

に、市橋小学校で開催されました。昨年同様、猛暑・酷暑を考慮して、会場をグラウンドから体育館内に移しての

開催でした。17:00からの１時間は、小学校のPTAの役員さんたちの運営により、お子さんが楽しめるゲームで会

場を盛り上げていただきました。18:00からは、柴橋岐阜市長様にもご挨拶をいただき、「市橋音頭」を皮切り

に、「郡上おどり～かわさき」、「炭坑節」から、「アラレちゃん音頭」、「ダンシング・ヒーロー」と楽しい盆

踊りが続きました。また後半には、岐阜勇爽太鼓の皆さんによる素晴らしい太鼓演奏が披露されました。太鼓の体

験コーナーもあり、会場を大いに盛り上げていただきました。会場はファミリーでの参加が目立ち、子どもたちの

熱気と歓声に包まれながら、参加者が一体となって楽しむ夏祭りになりました。来場いただいた皆さん、ありがと

うございました。

下奈良公園 日置江北公園

　市橋体育振興会では、スポーツを通じた地域の交流

を大切にしています。

　今年度も猛暑の中、ソフトボール大会、ソフティバ

レーボール大会が開催され、参加者の皆さんは熱戦を

繰り広げながら、親睦を深めることができました。

　10月11日(日)には、地域の皆さんが楽しみにしてい

る体育大会も予定されています。子どもから大人ま

で、世代を超えて一緒に体を動かし、笑顔あふれる一

日となることを願っています。皆さんのご参加をお待

ちしています！

花いっぱい運動

　市橋まちづくり協議会では、毎年、春と秋に

「花いっぱい運動」を進めています。公園や公

民館など人が集まるところに、花を育てています。

育てることを通して、人のつながりができ、うる

おいや安らぎのあるまちづくりになると考えてい

ます。

　現在、西荘・今嶺・薮田・下奈良・須賀公民館 
































と西荘6か所で行っています。希望される地域の

方は、連絡ください。

活動報告 市橋体育振興会活動紹介

市橋夏祭り活動報告

岐阜市市橋地区の市橋まちづくり協議会は“市橋を絆ぐ”をスローガンに活動しています。

「9･12豪雨」から50年　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「9･12豪雨」って何？50年前、長良川の堤防が決壊し、市橋地域の多くが浸水したことを知っている人が少な

くなっています。最近は地球環境の悪化に伴い、短時間での集中的な降雨が各地に災害をもたらしています。

　そこで、本号では、水害への関心をもち、安心して暮らせるまちづくりにつながることを願い、「9･12豪雨」

をクローズアップしてみました。                                             　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　奥村

9
VOL.19

2026

まち協だより

市橋小学校

須賀公民館 市橋小学校



QR
CODE

https://www.gifu184.com

｢あれから50年｣ 1976(昭和51)年
｢9.12豪雨災害｣歴史紹介

058-273-6849

岐阜市市橋4丁目10番10号　市橋公民館内市橋まちづくり協議会
市橋まちづくり協議会は「住んで良かった。」と住民の皆
さんに思っていただけるまちづくりを目指しています。

　1976(昭和51)年9月、停滞した前線と台風17号の影響で、岐阜県内では8日から14日までに長良川流域の大日
岳で1,175mm、美濃840mm、岐阜市でも839mmという記録的な豪雨となりました。このため市内では崖崩れ
などにより5名が死亡し、約70％の地域で全壊6棟はじめ4万1千棟を超える家屋が損壊・浸水する被害を受けまし
た。安八郡安八町の長良川右岸堤防が決壊し、安八町と墨俣町の全域が泥海となり、岐阜県史上最悪の河川決壊と
なったのもこのときです。

市橋ふれあいフェスタ
　11月15日(日)には、市橋ふれあいフェスタ（健幸ウ
オーク）の開催を予定しています。健康増進のために
歩くこと、歩きながらクイズ（大人も子どもも地域に
関心をもてる内容）に挑戦します。当日は、県庁の展
望ロビーから岐阜の景色を楽しむことも予定に入れて
います。皆様の参加をお待ちしています。

活動予定

編集後記

　県庁20階の展望ロビーも
コースに入れてあります。
楽しみですね。

 今回はじめて広報の仲間に加わりました Y と申しま
す。おまけに、あろうことか編集後記まで担当すること
に… 何を書いてよいのやら？　まあ広報担当なんだか
らと、これまで参加したことのない市橋夏祭りに練習会
も含めて参加しました。そこで感じたことは、本文にも
書きましたが、参加者が若い。逆に盆踊りが似合いそう
なご年配の方が少ない。今後ご年配の方にも参加いただ
ける情宣活動も必要かなと感じた次第です。
　ご意見・ご感想、お待ちしております。

地域の行事
今後に予定されている地域の行事を紹介します。
9月20日（日）　敬老会（市橋コミセン）
9月26日（土）　いちはしフェス2026（市橋小学校）
10月11日（日）市民運動会（市橋小学校）
10月17日（土）防災訓練（市橋小学校）
11月3日（月祝）いちはし文化祭（市橋公民館）
1月10日（日）　二十歳のつどい（市橋コミセン）
2月下旬の予定 市橋地区コミュニティバス乗車50万人
 達成記念式典（市橋公民館）

上記QRコードからスマートフォンでもご覧いただけます。⬆️

前々年の様子

　市橋地区では･･･ 9日に一気に増えた長良川水位は、
忠節や墨俣で警戒水位を越え続け、忠節橋の警戒水位
突破は79時間に及び、直下の鏡島の堤防にも決壊の危
機が襲ったのです。このとき市橋消防団員として水防
団や陸上自衛隊員などと堤防防護に当たっていた人
は、｢足下の堤防がうねってずぶずぶとめり込み、次の
瞬間、破堤そして鏡島・市橋一帯の水没という恐ろし
い惨状が脳裏をよぎった。」と、語っています。
　決壊は免れたものの、荒田川からの溢流と横溢する
内水は浸水・湛水被害に及びました。荒田川近くの須
賀神社前に、このときの浸水深93cmを示す表示板が設
置されています。

　今、私たちは･･･気候変動により、予想を超えて集中的に雨が降る危険性が増している中で、低地にある市橋地域
は、今後も対策と準備の必要があると言われています。9.12豪雨災害から50年の節目を迎えた今年、改めて水害につ
いて考えてみませんか。

　対策は･･･市橋地域は、昭和34･35･36年と連年災
害に見舞われました。昭和36年6月の梅雨前線によ
る総雨量593mmという豪雨では広域が湛水し、国
道21号は 1週間通れませんでした。このため、長良
川本流の計画高水位を修正し、改修工事に着手。荒
田川と論田川の内水対策を講じる工事が開始され、
昭和45年5月に新荒田川論田川排水機場が完成しま
した。
　昭和51年、9.12豪雨災害の発生で、長良川の浚
渫、嵩上げ、引堤などが実施され、市橋湛水に対し
ては、荒田川論田川第二排水機場が55年に完成して
います。

水防作業:「岐阜県災害史｣(岐阜新聞社刊)から  須賀神社前浸水標 荒田川論田川第二排水機場
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